
2004年

2000年

2002年

「高齢の方によろこばれる食品をつくろう」から、介護食の開発・販売へ

資料提供：キユーピー株式会社

 食べる力に合わせて、選べるおいしさ、
多彩なメニューを提供

 介護食のあゆみ

1998年
市販用介護食市場初めての
「介護食」を販売

ブランド、パッケージデザイン
を一新

1999年

2019年
発売20周年

2001年

食べる人のことを考えていくと、自然と、食事を用意する人
のことも考えるように。誰にとってもやさしい食事であるこ
とを目指し、こうした商品を「介護食」と位置づけた。主食・主菜・副菜・デザートまでそろう豊富な種類を提供

2006年

毎日食べやすいメニューと、
使いやすい包材のアイテムを
充実

おいしさをアップさせる
プロジェクトをスタート

日本介護食品協議会が発足
（UDFのやわらかさ４段階の区分と、
とろみ調整の物性規格とマークデザ
インを制定）

発売当初は食事で栄養を
摂るという想いから、

栄養強化に目を向けがち
で、味や見た目が似たもの
ばかり。

これからも多様化する消費
者のニーズに応え、「いっ
しょに、うれしい介護食」を
実現。

商品を使った季節の献立、一手間加えて簡単に
アレンジできるレシピをホームページで紹介

咀嚼・嚥下機能低下者用食品
に関する特許取得

（市販用介護食として初めての
介護食の基本となる技術）

容易にかめる、歯ぐきでつぶせる、舌でつぶせる、かまなくてよい
の４段階の食べる力に合わせて選べる

【商品を使ったレシピの例】

UDFマークの前身となる
4段階の「やわらかさ表示」を
パッケージに掲載開始

心が満たされることの大切
さから、おいしさを追求す
る独自の技術によって味
の改良も推進。

商品は豊富なラインアップで、全60種類（2019年２月現在）あり、以下の
３つの特徴がある。

やさしい塩加減ながらも、素材のうま味をいかしたしっかりとした味付け
でメリハリのある味作り

レトルト食品なので、常温保存でき、賞味期限も１年以上と保存に便利

ユニバーサルデザインフード
（UDF）マークの掲載開始
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